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日本海地震・津波プロジェクト

沖合構造調査

日30-2-2-2-1

日30-2-2-2-1

沖合構造調査（線表）

MCS探査の一部・
OBS探査〔SJ1808〕

MCS探査の一部・
OBS探査〔SJ1808〕
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日30-2-2-2-1
平成30年度の調査【北海道南西沖】

白線：海上探査測線
黄色丸：OBS設置点
黒線：陸上探査測線

★：1993年北海道南西沖地震
本震［気象庁］

海底地震観測による余震分布
［赤点］：日野・他（1994）

活断層［橙線］：岡村（2019）

測線SJ1808［MCS・OBS］及び海陸統合探査
の解析結果

OBS・海陸統合探査解析結果

MCS探査解析結果
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堆積層
↓

堆積層
↓
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堆積層
↓

測線SJ1808の奥尻海嶺付近の先行研究
[岡野・他（1995）・青柳・他（1998）・森・他（2019）]

日30-2-2-2-1

↑森・他（2019） ↑森・他（2019）

←青柳・他（1998）

★

↓岡野・他（1995）
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測線SJ1808の奥尻海嶺付近の
先行研究[青柳・他（1998）・森・他（2019）]との比較

余震分布［青点］：
青柳・他（1998）

MCS（SJ1808）

OBS（SJ1808）
森・他（2019）

森・他（2019）に追記

日30-2-2-2-1MCS解析結果【SJ1807~1809】
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赤線：逆断層
（暫定版）
黒線：正断層
（暫定版）

海底地震観測による余震分
布［赤点］：日野・他（1994）

活断層［橙線］：岡村（2019）
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日30-2-2-2-1MCS解析結果【SJ1804~1806】
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JB:日本海盆
OR:奥尻海嶺
ST：後志トラフ
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赤線：逆断層
（暫定版）
黒線：正断層
（暫定版）

海底地震観測による余震
分布［赤点］：日野・他
（1994）

活断層［橙線］：岡村（2019）
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日30-2-2-2-1MCS解析結果【SJ1801~1803】
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JBT
↓

S
↓

JB:日本海盆
OR:奥尻海嶺
T：玉木海山
S：後志海山
ST：後志トラフ
海底地震観測による余震分布
［赤点］：日野・他（1994）

活断層［橙線］：岡村（2019）
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※現時点で解析の
進捗にばらつきがあ
る。
※SJ1808以外は
MCSの速度解析結
果のみのデータで深
度変換。

赤線：逆断層
（暫定版）
黒線：正断層
（暫定版）
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• 北海道南西沖地震震源域が位置する奥尻海嶺に関して、
SJ1801～04にかけて西傾斜の逆断層を伴った短縮構造
の形成が明瞭に認められるが、06より奥尻島が位置して

いる南側では西傾斜の逆断層を伴った構造に加えて、東
傾斜を伴った断層による構造の形成も示唆される。

• 日本海盆では、モホ面・最上部マントル・地殻内に明瞭な
反射面が認められる。日本海盆東縁部はモホ面と見られ
る反射面のイメージが不明瞭になり、その領域では短縮
した構造と地殻内に東傾斜の反射面が認められる。

• OBS探査の結果からは、日本海盆の領域では海洋地殻

とみられる比較的均質なイメージとなっている。その一方、
MCS探査の結果から短縮した構造が確認される日本海

盆東縁部から東側で地殻が厚くなり始め、北海道南西沖
地震震源域付近では速度分布が不均質になる。

• 今後、解析をさらに進捗させて、解釈・議論を進展させる。

まとめ
日30-2-2-2-1

2019年度の調査計画
【山形沖～北海道西方沖】

日30-2-2-2-1

• 調査予定日程：

2019年8月
• 調査予定測線：

 MCS探査（黒線）

 OBS探査（丸印）

• 使用予定船舶：「かいれい」

黒点：気象庁一元化震源（1923～2017）
赤楕円線：1833年庄内沖地震推定震源域（松浦, 2013）
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